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B本学術会議だより .No.5 
一一一一一
地域型研究機関設立(勧告)・学術予算の

増額(要望)出される

昭和62年 5月日本学術会議広報委員会
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日本学術会議は，去る 4月 22日から 24日まで第 102回総会(第 13期の 5回目の総会)を開催し

ました。今回の「日本学術会議だより」では，今総会で採択された勧告，要望等を中心として，同総

会の議事内容をお知らせします。
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総会報告

総会ではその第 1日目に.会長からの経過報告，各委員
会報告に続き，規則なとeの改正，勧告・要望等の6つの提

案がなされ.同日の午前中に提案1件が.午後に各部会で

審議した上，第 2日目の午前中に 3f'牛が，第 3日闘の午前
中に 1件の採決が行われた。なお，総会所HIの21日午前
に連合部会が開催され，これらの案件の予備的な説明，質

疑が行われ，第2日目の午後には;r21 1世紀へ向けてのエ
ネルギー問題」についての自由討議が，第 31J1lの午後に

はそれぞれの常誼委員会.特別委員会が開催された。

また総会の冒頭に.先に逝去された北川H育雄会員(第 7

郎副部長)を追悼して黙縛を捧げた後，新たに任命された

鶴藤丞会買が紹介された。

第 1日自の午前中にまず現代の「高度技術化相会Jにお
ける人聞の役割と対応及ぴ「こころ」の健康のI.tlii.増進
の問題について総合的に検討するためにr-.，.ン・システ

ム・インターフェース(人間と高度技術化社会)特別委員

会jを設置するニとが決定された。今期は余すところ約 1

年間であり.この特別委員会は各部から委員を選出して直

ちに活動を開始した。第2日目の午前には，まず.第 1常

鼠委員会等で検討されてきた「日本学術会議の運営の細則

に関する内規」の一部改正が採択された。改正の第一は，

従来の地方区会議の名粉、を地区会議とし，広報委員会がこ

れを組織することとしたことであり，第 ..1;1:H本学術会議

が勧告等を出すに当たって盤合性を考慮すべき過去に行っ

た勧告等を 3期前から後のものに限ることにしたことであ

る。次に第6常置委員会が検討してきた日本学術会議の行
う悶際学術交流事業の実施に関する内規の改正が採択され

た。これは，今まで国際学術交流事業については. r団体
加入J.r代表派遣J.r国際会議主催・後援J.及び「二二国関
学術交流Jの基準があったが，これらを 4つの内規にまと

めたものであり.本会議の行う国際学術交流事業の見直し

を今後行い，必要な自己改革を図る原則を定め.予算.組

織等の基盤の拡充・強化に努めて，国際社会への学術的貢

献を一層拡大してゆこうとする方針を縫立したものであ

る。

さらに本総会では. r地域型研究機関(仮称)の設立に
ついてJ(勧告)と. r大学等における学術予算の増額につ
いてJ(要望)の提案が.いずれも活発な質疑応答の後，
貸成多数で採択され，直ちに内閣総理大臣始め関係諸機関

等に送付された。(これらの詳細は号IJ項所載のとねりであ

る。)

また本総会では「医療技術と人聞の生命特別委員会」の

中間報告ーいわゆる脳死に関する見解ーを対外発表するこ

とに関する提案が行われた。これはl司特別委員会が60年
10 }Jから審議を重ねてきたものであって，基本的には脳

死を個体死とすべきであるとの主旨であった。日本学術会

議の内規によれば，各委員会等の報告を外部に発表するに

は総会または運営審議会の承認を必要とすることになって

おり，このf牛は対外発表の可丙を問うものとして総会に提
案されたのであった。しかし.ことの重要性にかんがみ・慎

重論.時期尚早論の空気が強<.対外発表の可否を問う提

案としては取り Fげられ，総会でこの問題を討論すること

となり.第 2・3日目の前i日にわたり活ー発な討論が行わh

fニ。

「地域型研究機関の設立について(勧告)J

J誌が1]1の基礎的学術研究の水準を一層高めるためには.
作地域のfilf'先を高度化し.地域の特色に基づく活字Eな同l察
対応を可能にする条件を態備しなければならないロ

そのためには.地繊の大学や研究機関を活性化するとと

もに.地域の研究者並びに社会の要請に即した課題につい

て総合的なプロジェクトを実地し得る基盤を盤備する必要

である。

これを達成するためには.要所に地域型研究機関 (r地
域センター」という。)を潰〈必要がある。この地域セン

ターは，地域の特性を活かした研究やその地域に深〈関連

するfilf'先の拠点としての機能とともに，既存の研究機関及

び研究領』戒の枠を越えて研究者の交流を促進する機能を

もったものである。従って地域センターには，相互に利則

し得る研究機器や研究資料を備える必要がある。

地域センターの規模・内容は，各地域の研究者の自主

(I~ ・具体的要請によって!異なるが.次のいずれかまたはこ

れ等を組み合わせた形態をもっ。

A 地域研究 (areastudies) を主とするもの

B 大型共同利用機器を備えるもの

C 中小型の研究機器及びその他の研究設備を

備えるもの

なお.設置形態は，国公私立大学等の研究者が.平等に

利用し得る国立の共同利用機関とし.官公庁，産業界にも

自由に聞かれたものを目指す。



大学等における学術予算の増額について(要望)

「国が栄える時，そこには立派な大学がある」といわれ

る.大学において優れた人材が養成され.独創的かつ自主

的な研究活動を通して学術が娠興し，高い文化が形作られ

新しい技術が生まれる.大学は，国際的にも学術交流の場

として，広〈世界の協調と平和のために基本的に重要な役

割を果たしている.

しかし，現在.我が固における大学を中心とする学術研

究の財政的基盤は極めて憂慮すべき事態におかれている。

これは一つには国の財政事情によヮて.現行の概算要求の

枠組みが強い制約になっているからであり.時代の進歩に

即応した学術予算を組むことが非常に困雛な情勢になって

いて，しかも，このひずみは年毎に増幅されつつある.

文化国家としての実を挙げ，学術の振興を図るために

は，まず，大学等における学術予算をニの際思いきって地

強することが絶対に必要である.そのためには学術予算を

組む上において.一般の予算要求のシーリングの別枠とし

て，当面5年聞の増額計画を策定する措置をとるよう強〈

要望する。なお，科学研究費補助金及ぴ日本学術振興会の

事業予算について，毎年少なくとも 15%相加させ 5年

間で倍増し.国公弘立の大学への国費の支出についても.

格段の増額を図るよう考慮されたい。

自由討議ー21世紀へ向けてのエネルギー問題一
この自由討議は.今期設置された「資源・エネルギーと

文化・経済・環境特別委員会(エネ特)Jのメンバーが iミと
なり，個人の立場で，来るべき 21俊紀へ向けてのエネル

ギー問題の展望と課題について意見を発表したものであ

る.会長近藤次郎(エネルギー問題の纂調講演J，事 5青11，

エネ特委員長上之園貌佐(エネルギー問題の研究動的1と将

来)，第5部垣花秀武(原子力の安全性.廃棄物処地位ぴ

に伎拡散問題についての研究動向)，第 38'11，エネ特委員

則武保夫(経済の立場からみた資源く特に.fji自>問題)の

各会員がそれぞれ付記したサプテーマについて問題を縫起

した.これに続いて，第 4部.エネ特委員湾問飽古 (1積境

問題に関連してし第 5 剖i. エネ持委員山口梅太郎(資ìl~

問題に関連して).第 7部.エネ特委員侮.tlli羊-I'!II(健康
問題に関連して).第2部.エネ特委員小山 対(社会問

題に関連して).第4部大島康行(グローパル・チェンジ・

プログラム<ICSU))の各会員からコメントが提:Hされ

た。さらに.出席会員のうち第 2音11及川 伸会員.第7S'11

曲直部蒋夫会員，第 5部山口修太郎会員.第 4音11凶川 i合
会員.第2部関 寛治会員からコメントが拠出された。

エネルギー問題は広い分野に関連しているが.文化とエ

ネルギーについてのコメントが得られなかったのは惜しい

ことであった。この度の提起・提出された対象・論旨は多

様であったが，あえて要約すると以下のようである。

人間は有史以来，指数関数的に人IJが嶋加し消費エネ

ルギーも増大した.その結果放射能や大気汚染からの陣省ー

が問題となってきた.これら障害ーを絶無とすることは極め

て重要である。熱エネルギーから電気エネルギーへの有効

変換効率を高めて省エネルギー化をはかること.絞燃料サ

イクルによゥて核燃料を有効に使用し.かつ廃棄物処理に

関する研究は重要であること.石油資源は.現在すぐにな

くなることはないが，地下探盗法と掘削技術を開発して資

源評価を高めることが強調された。

社会福祉におけるケアワーカー(介護職員)の

専門性と資格制度について(意見)

社会福祉・社会保障研究連絡委員会では，従来，我が国

では全〈問題とされていなかったケアワーカーの問題につ

いて. 2月25日厚生大臣に表記の意見書を提出した。
意見書の中身の主要な点は，後期高鈴者の増加に伴い，

“重介議"を要するものが増えてきていることに対し，そ

の介護を受けるものの人間としての尊厳に立った介議を担

うケアワーカー(寮母職.家庭奉仕員及び家事援助者など

のホーム・へルバーに類する職種の短い手)の専門性を明

らかにし，その専門性に基づく資格制度を造ることによっ

て質を高め，さらに量的拡大を図る必要がある。資格は.

高校卒業後，最低6か月の実習を含んだ2年聞の採用前訓

練を条件とし.またその職務にふさわしい待遇を確立する

ことなどでーある。

いずれも既に高齢化の進んでいる国々.例えばイギリ

ス.西ドイツ.スウェーデンなどでは実現しているニとで

あリ，今後.臼本の高齢化社会の急速な進展を考えると

き，当然のことといえよう。

ことに，高齢時におけるケアワーカーの問題はその需要

の1よがりへのたんなる対応以上に大切である。それは.い

わゆる“重介獲"を要する高齢時に釘いて，その介識の在

り方が.誰でもできるというものではないということであ

る。その人の心身にあう介識を，直接身体に触れながら，

多面的な要求にみあって.最後まで人間らしさを績なわず

に行うことが，肝要である.そのためには.何よりもケア

ワーカーの倫理性.科学性，伎能そしてそれらの統合され

た専門性カヘ欠くことのできないものである。

なお.以 1--の結論は.社会福祉・社会保障研速の委員会

(月 1Itllをl反則)で.現場の実践を参考にし.約 2年聞の

検討及び111ilf-12 I J 9 11に行った公開シンポジウム「高齢
皆問題と福祉サービスJ(参加荷約 200名)の討論を基に
まとめたものである。

日本学術会議第14期会員の選出に係る
学術研究団体の登録について

日本学術会議会員の選出に係わって. r会員の候補脅J
を選定し.その推薦に当たる「推薦人Jを指名し.届け:H
ることを希望する学術研究間体は，期ごとに日本学術会議

に「登録Jをする必要があります。
(従って，第 13.1¥J1における登録学術研究団体L 第 14
期会員の推薦のための登録学術研究団体となるために

は.改めて第 14期の[登録」が必要です。)
第 14期l会員の推薦のための登録学術研究団体となるた
めには，所定の機式による「学術研究団体登録申請書」

を，昭和 62年 6月30日までに日本学術会議会員推薦管理
会に到達するように提出しなければなりません。

「学術研究団体登録申請書Jは，所定の様式と用紙があ
りますので，日本学術会議会員推薦管理会に請求してくだ

さし、。無料で送付します。

多数の学術研究問体の御協力により. r日本学術会
議だよリ jを掲載していただくことができ，ありがと

うごさ'います。

なお，御意見・お問い合わせ等がありましたら下記

までお寄せください.

〒106 港区六本木7-22-34
日本学術会議広報委員会

(日本学術会議事務局庶務課)

電話 03 (403) 6291 
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自然の中の藻類の「生8ている姿Jを知るために

藻類の生態的:;諸共編 A5判 640頁

定価12800円(干400円)

1 水界生態系における秘書([の役'，I[IJーイl・tiNiJJ券*2 水界環境とi築士((の生.fI1¥-1!長H:j善彦牢 3 必

uiの生活l劃一秋山i長キ 4 iltuY'刷物フランクトンの生産生態-1守口村ill券*5 湖沼における十I{(

物プランクトンの生産と動態ー坂本光本 6 1'1然界における様uiの宅者代Il射ー和田英太郎*

7 刷物フ。ランクトンの呉市柄拘{(-fiJi.以II({二本 8 海淡の分布!と士山先安q主| 横浜康継*9 iilJ 

川氏生泌 ~j(の生態一小林弘* 10 /(水域の必wの生態一大野正夫*11 卜.峻t築費((の生態秋山
催*12 iflf. ìj(中の泌~J(の生rm.-JU~ ..r:リJ* 13 必飢と水界動物の本IlfJ:作用一成I封哲也*14 泌
のパソジーン一山本鉛f*15 ;)長官((の*IIIIJ包外代，mt生産物とその生態的役WIJ一大和町紘一*16 応
対iの生活史と生態一中原紘之*17 必Wl作usの構造と多除性-:iUJ欣二 件_~-'i:末に.Jl，\oI去の多

数の文献は，.先者にとって段重な資料となろう。

シートでみる種の同定・分類

淡水藻類写真集

山岸高旺・秋山優編集
85判・各100シート・ルーズリーフ式

第1巻・第2巻 定価4000円
発売中

第3巻・第4巻 定価5000円干350

第5巻(10月刊) 以下継続

生物学史展望
井上清恒著 ii千ー年にわたる生物学のIJItれをi也、.
各時代の特質を浮彫にする。分子の世界にまで'進ん
だ生物学の立場を考えるために好適。定価4800円

回想、のモーリッシュ
ーある自然科学者の人間像一

渋谷章箸 日本の刷物学界に大きなJ{閥、を残し
た自然科学者の生涯をたどる労作。 定価1800円

南 の動物誌

日本淡水藻図鑑
鹿瀬弘幸・山岸高旺編 I::l -1~ではじめて創られた
~絡的な凶鑑。 i淡炎水 i~泌:誕島賢対矧{白lの 6附j斤f究お
y万i々 にとつてはi貴苛号忍1なな.文i献欲てで静ある。 定価36.000円
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植 物組織学
熱帯森林に生きるー 猪野俊平著航物組織学の定義・内容・発達史から

渡辺弘之著 熱帯森林を専攻する計者が，熱Tm:地域 研究方法を幅広く詳述した唯一の書。定価15000円
の動柄物の生活を写真を中心に語る。定価1300円

世界の珍草奇木 高地植物学
一植物に見る生命の神秘 柴田治著純物の正策局適応について長年研究し

川晴勉箸 自然界の重要なやI'tlll納物計， iJrt!い生命 た者者の成果をまとめた。 定価5800円
力と環境への適応力を感激の筆で活吾る。定価1300同

近刊

河川|の珪藻 B5llJ 
小林弘著

内田老鶴園
東京・文京区大塚3-34-3/Tel 03-945-6781 

山歩きアラカルト
自然の探索ノートー

柴田 治箸 山野をたのしく歩くための心得帳。
とくに山の医学は知っていて便利。 定価1300円



海藻を総括的に論じた待望の書グ

海藻資源養殖学|
徳田 康 大野正夫 小河久朗著
(点京大学農令部 (iuj知l大中段予部東北大・下段'予訓l)

海藻の資源や養殖について初めて総指的

に取揚げた待望の書。ノリを始めとする側

々の海藻養殖の現状と将来展望から、部場

造成、利用法、海外での養殖、新しい海藻

の養殖法、新品種形成の現状まで、実に幅

広い観点から論じ尽した海藻入門の決定版。

研究者・学生・養殖業者の熱い要望に応え

て遂に刊行.グ

B 51~J J-_製 11絵H(
本文35m 付・I/Ia詩集

定価5.500円(送350円)

一一一一主要目次一一一一一

1.地球生態系と海藻 II.海藻の

生育環境 III.海藻の利H1 N .-IU: 
界のHI~藻資制と生産量 V.引在の

海藻養Wt: N.藻場造成 VII.海外
の海藻養殖の現状四.海藻養殖の

将米と展望

最先端と素敵な出合
データベースでダイナミックプリンティングコミュニケーション

富士通 . 
OJlSYS ---.J¥ 

NEC LI 
P(-9801 v 

/て1，，，，， 11'ア出法込I
:gj翠

富士通 NEC
9450;...aJー文 K・9駒1
生まれかわるデータベース

会員管理・名簿管理・調査票発送・集計・印刷・請求・販売促進・検索

入力装且
ドッド文字

匡魁a
い
字
し美
文

白血印刷出版棟式会祉
-本社干553大阪市福島区吉野1丁目2番7号/TEL06-441-65'例制
圃電算室 干553大阪市福島区吉野1丁目3番目号



付着生物研究会編

A5判・上製・カバー装・158ページ・定価2000円

イサ者動物の多くは討Iji'l寸iYij;j物にf・h"iして，その機能を低 |、させる出掛動物とみなされる

が， -)，それがイfめすることはその坊が健全な出岐であることも指概する，i'ilj汀'Hr.19告が環

境とのW.'iJ不11を保って1j われている |似り，梢迫物には必ず付着生物が者~Iてする. これを学学:r，問J日川I月1 
(1似的1¥内〈ワ]あるいは産業{的|ド内¥Jム'いずれの4似J凡t.'人ι以1，'，ι
珂類{の千脊工t~定主はその第 1 ~歩j長主であ ろ う . わがIlcli山手城に，'1'，引する
主要なiN峰村着動物を取り.1げ，その分史il体系 ・形態の特
徴を概説し，さらにi/.if民生物として市民な極の特徴と資正
法を解説.またその'1今]富市1ftの)，位、であるiiljl!lf8j造物 .¥:1¥ 

験板i出先制査についてのす，g、を制介する.
①海綿類 UI ~j!f孝治) ②ヒド口虫類 (，1，1LI J:(. 弓)

③管棲多毛類(ノトr:j JO ④苔虫類(}，!~ì，主静夫 ・

周波"劇ii!i) ①フジツボ類 (1111I).iよ) ⑤ホヤ類
(阿川灼UI!J，) ⑦付着動物の調査法(f}~J)H 武)

有毒プランクトン
岡市友利・安元 健f也著

貝毒プランクトン
福代康夫編

ヒ素化学・代謝・毒性
石西伸・岡部史郎

編
菊池武昭

まυ1tll，Jj;.卜j('11t!I，Ji・ンガテラ，li;ij:どブラン7ト

ン→魚介w→ヒ ! といったft物"上釘lによる(t'11 iI;:が多
発し.大きなトL:itlnド岨になっている.この心でlプラン7

1ノ花'1'.'11・/111則的.Ilj:成分を.ft，¥，'，Hi'I'.IYJf，f，れによる

.tj;買を与える (A 5，/，11 ' 136 P . ;じIllIi16001'1)

ムラサ~ 1iイ・カキ・ホタテ ・アサリ・コタ7 ガイ苛

によるft'1' iij: '1げ|はl叫1ド701'1以 lにL及び，その.t.Jifiが

泡がhる.この l l i住プランク|ング)~ô~か'r:と "1 ' 悠を'1'心

に，/1;くわが 1 1; 1 品水域での ;:í: ftJJl~ を追求する Mi '允y，に

よるテ'-?を1'¥'0'る (A5 ' I ~J ・ 126 P ， ;ιfllli16001円)

N ~)レ 7' 1 ~1'Iとしてヒ Ji'l' 以内;(12t0は'1 し々い.オ':1/:

はヒ楽町'''-1本し~H 'jJf ・ '1.11、 l付動態を W'. ''( の 、I)~~ よ ') ，また

il，f. 1;，: !(j (， ~fける 11 本人に とってのj!fJ[( 危11\，エ レク ト

ロニ7ス可の刊11I111i. ヒ」、'，i'/l i /.l: υ、を~Ji/(Ijよリヒオ;の

%以をJZるil:1Iのrli):， (A 5↑'1 . 1581'・山fIIIi25001'J)

〒160東京都新宿区三栄町8/電話 03-359-7371 EEヨ2量星ヨ菌E
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レタリングシート(ブラックアンドホワイト)

EMI NO.82014 EMI NO.82016 EMI NO.86626 

ぷ :11 JlmJlm Jlm.ll: :' :・:・3
tf||ι 11' ・・.. '. .ヤ，

11 pmJlm Jlm 11 
←一一一 11Jlm Jlm Jlm Jlm 11 
←一一←一一 11 Jlm Jlm Jlm Jlm 11 

EMI NO.86916 

口口口口口 ABcpmpmnmnrr ~ 
ABCD pm pm nm nm 

ロロ口口口口口 A B C D E F" G H 一ー，

EコEコ仁コ ド
mpm pm pm pm 

、七%

nm nn可nmnm n町、 、今ν0::-

口 口口仁コ ABCDE  ABCD  

口口口仁コ
ドmpm pm pm pm pm pm イ 鳴い

n町1nm n町1nm nm n町1nm ，匹、

EMI NO.86902 EMI NO.86627 

※レタリンクeシートの総合カタロク守が出来ました。下記の住所ヘカタロク守ご請求干.さし、。

EMクリッドボックス

a副
国

電

伺

・

町

個

酉独製精密ピンセット

•• ...... 吋叫命説綴鱗盤機鶴欝鱗畿鍵綾鱒際線察①

② 

コヱニ逼議鞠欝醸額額懇額鰯鱗雛繕轍磁③

J君震寝台12A吋甲車、④

①時計ピンセット ③5型変形ピンセット

②3Cピンセット ④ss型ピンセット

各1本:￥2，200 10個:￥15，0001個:￥1，釦O

園EM資材車販センター 274業所:



学会出版物

F記の山版物をこ‘希望のプCilζl}ffIlj致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。 (価格は送料を含む)
1. I藻類」パックナンバー 制II格，会員各号1，750円，非会員各号3，000円， 30巻4号 (創立30周年記念増

大号， 1 -30巻索引付)のみ会員5，000円， ~W会員 7 ， 000 円，欠号 1 -2 号 4 巻 1. 3号 5巻 1-2号，
6-9巻全号。
2. I藻類J索引 lー10巻，fIIIi絡，会員 1，5001J:J，非会員2，000IJJ，11-20巻，会員2，000円，非会員3，000円，
創立30周年記念「藻類J索引， 1-30巻，会員 3，000円， ~'1'会貝 4 ， 000 円 。
3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻別補.1977. A5版，xx"iii +41 B頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，治|文24)を掲11出.価格 7，000円。
4. 日米科学セミナー記録 Conlribulions 10 lhe syslemalic.s of lhe bcnthic marine algae of lhe North 

Pacific. I. A. Abbott・黒木宗尚共編。1972.B 5版， xiv+2BO頁， 6図版.昭和46年8月Iζ札幌で開催された北
太平洋産海務lζ関する日米科学セミナーの記録で，20編の研究報告(英文)を掲11品。価格4，000円。

5. 北海道周辺のコ ンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B 5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行なわれた

日本務類学会主催「コン7'"ζ関する講演会」の記録。4論文と討論の要旨。価;俗1，000円。

Publications of the Society 

Inc!uiries concerning copics of 1he fol1owing pub1ications shou1d be sent 10 thc.Japanese Society of Phyco10gy， 
cfo Division of Tropical Agrlculture， Faculty of Agrlculture， Kyoto University， Kitashirakawa・
oiwakecho， Sakyo・ku，Kyoto， 606 Japan. 
1. Back ntunbers of the Japanese Journal of Phycology (Vols. 1-28， Bul1etin of .Japanese Society of 

Phycology). Price， 2，000 Yen pcr issue for mcmbcr， or 3，500 Ycn pcr issuc for non member， price of Vol. 30， 
No. 4 (30th Anni¥'ersary Issue)， with cumulativc indcx (Vo1s. 1-30)， 6，000 Yen for member， or 7，500 Yen for 
non mcmber. Lack: Vo1. 1， Nos. 1-2; Vo1. 4， Nos. 1， 3; ¥I01. :i， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3 (inc.l. 
postage， surface mai1) 
2. Index of the Bulletin of Japanese Society of Phycology. Vo1. 1 (1953)-Vol. 10 (1962) Pri臼

2，000 Ycn for member， 2，500 Yen for non mcmbcr， Vol. 11 (1963)-Vol. 20 (1972). Price 3，000 Yen for member， 
4，000 Ycn for non membcr. Vol. 1 (1953)-Vol. 3G (1982). Pr!ce 4，000 Ycn for mcmber， 5，000 Yen for non 
mcmbc-r (incl. postage， surfacr. mai1) 
3. A Mernorial Issue Honouring the late Professor Yukio Yarnada (Supplement to Volume 25， the 

Bu!1ctin of .Japancsc日ocictyof Phycology)ー 1977.xxviii+418 pagcs. This issue includes 50 articles (26 in 
English， 24 in .Japanese ¥Vi1h En雪1ishsummary) on phycology， wi1h pholographies and list of pub1ications of 
rhe late Professor Yukio Y AMADA. Y 8，500 (incl. postacg， surface mai1) 
4. Contributions to the Systernatics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited 
by 1.1¥. ABBOTT and M. KUROGI， 1972. xiv+280 pagcs， 6 pla1es. Twenty papcn followed by discussions are 
included、whichwere prcsented in lhc U.S.-.Japan Seminar on the North Pacific benthic marine algae， held in 
Sapporo， ]apan， August 13ー16，1971. Y 5，000 (incl. poslage， surfacc mail). 
5. Recent Studies on the Cultivation of Lσ司 inariain Hokkaido (in .Japancse). 1977.65 pages. 

Four papers followed by discussions are included， which were presented in a symposium on Lamuwr;a， sponsored 
by lhc Society， he1d in Sapporo， Septcmbcr 1974. y 1，200 (inr.l. postagc， surfacc mail). 
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